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令和７年６月宇土市議会定例会 質疑・一般質問 

【日程】 

令和７年６月１８日（水）今中議員、樫﨑議員、中口議員 

      ６月１９日（木）藤井議員、福田議員、土黒議員 

      ６月２０日（金）杉本議員、中野議員、佐美三議員 

発言順 質  問  事  項 答 弁 者 質 問 者 

１ (1) 新型コロナウイルスについて 

要旨 

① 学校現場や保育現場では 5 類に変わった 2023 年 5 月以

降、これまでどのような対策が取られているか。 

② コロナ禍前と比較して児童生徒の変化について 

③ 給食やマスク着用について 

 

 

健康福祉部長 

 

教育部長 

教育長 

今中真之助議員 

(2) ふるさと応援寄付金について 

要旨 

① ふるさと応援寄付金の現状について  

② 本市の認知度や返礼品の魅力、手続の利便性の面での問題

点、また広報や PR活動の現状、またその他課題について 

③ ふるさと産品創出等支援事業補助金（いわゆるふるさと納

税 3.0）の認識と他自治体の取組について 

④ 今後の目標について 

経済部長 

(3) ライドシェアについて 

要旨 

① 本市における高齢者をはじめ、交通弱者の移動支援や公

共交通の現状について 

② 本市で開催されるイベントや観光客のための公共交通の

現状について 

③ ライドシェアというサービスについて、市はどのように理

解しているか。 

④ 住民やタクシー業界との協議体設置など、導入に向けた体

制づくりの計画はあるか。 

⑤ 移動困難者支援や地域活性化のためのモデル地区の設定

をして、社会実験からスタートしてはどうかと思う。市の方

針を伺いたい。 

 

 

企画財政部長 

 

企画財政部長 

 

企画財政部長 

 

企画財政部長 

 

市長 
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(4) 本市の労働力確保と就労の機会の創出について 

 要旨 

① 本市事業所の労働力についてどのような現状認識を持っ

ているか。 

② 働きたいけれど条件が合わず就労できていない市民につ

いて、どのような認識を持っているか。 

③ 労働力確保に向けての市の現在までの取組は。 

④ フルタイムを基本とするハローワークではなく、短時間・

単発就労のマッチングを促すサービス（例：マッチングボッ

クス、タイミーなど）の導入・連携について、本市の見解は。 

⑤ 特定地域づくり事業協同組合制度について、市の認識は。 

⑥ 民間と国の支援を借りて本市の事業所の底上げをし、市民

の活力を上げてもっと活性化すべきである。市の見解を伺

う。 

 

 

経済部長 

 

経済部長 

 

経済部長 

経済部長 

 

 

企画財政部長 

市長 

２ (1) 地域防災計画における避難体制と避難所整備について 

 要旨 

① 南海トラフ地震等を想定した広域避難体制について 

② 避難行動要支援者への対応強化について 

③ 指定避難所の機能強化について 

④ 避難所の配置基準と地域バランスの見直しについて 

総務部長 

 

 

 

樫﨑政治議員 

３ (1) 宇土地区の再開発について 

 要旨 

 ① 宇土駅西口地域の現状について 

② 再開発に対する今後の考えについて 

 

 

建設部長 

市長 

中口俊宏議員 

(2) 宇土地区の地域資源を活用した活性化対策について 

 要旨 

 ① 旧高月邸について 

  ・現状について 

  ・今後の利活用対策について 

② 轟泉水道について 

  ・現状について 

・今後の利活用対策について 

 

 

 

教育部長 

教育長 

 

教育部長 

教育長 

４ (1) 市民と職員の人権学習について 

 要旨 

① 宇城市総合カレンダーの水俣病とハンセン病についての

誤記載と民間企業のオンライン講座教材記載の「水俣病は遺

伝する」についての感想は。 

② どうしてこのようなことが起きたと考えるか。 

③ 職員に対する人権学習にどう取り組むか。 

④ 市民に対する人権学習にどう取り組むか。 

 

 

教育長 

 

 

教育長 

市長 

教育長 

藤井慶峰議員 
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５ (1) 住宅用火災警報器について 

要旨 

① 警報器の設置率と条例適合率はどうなっているか。 

② 警報器の設置で宇城広域連合消防署内で住宅火災による

死者はどう減少しているか。 

③ 設置から１０年が経過し交換時期がきている。高齢者など

非課税世帯への財政支援が必要ではないか。 

総務部長 福田慧一議員 

(2) 熱中症対策について 

 要旨 

① 過去３年間の熱中症による救急搬送の状況はどうなって

いるか。 

② 高齢者世帯のような非課税世帯などにエアコン設置費用、

電気代など支援が必要ではないか。 

 

 

健康福祉部長 

総務部長 

健康福祉部長 

(3) マイナ保険証について 

 要旨 

 ① マイナ保険証の一本化で利用率はどうなっているか。 

② マイナ保険証の更新が予定されている。医療機関でのトラ

ブルが多発しているが、市内の状況はどうなっているか。 

③ トラブルを避けるため、全員に資格確認書を発行すべきで

はないか。また、国に対し紙の保険証との併用を認めるよう

要望すべきではないか。 

市民環境部長 

(4) 介護事業所・施設での職員不足問題について 

 要旨 

① 市内の介護事業所、施設での基準に対する職員配置状況は

どうなっているか。 

② 今後５年間の介護認定者数の推移はどうか。 

③ 介護を必要とする人は増加する。介護職員確保に対する市

の考え、対策はどうなっているか。 

健康福祉部長 

(5) 職員の早期退職問題について 

 要旨 

① 直近５年間の早期（１０年未満）・途中（早期と定年の間）・

定年退職者の推移について 

② 早期退職の原因は。 

③ 人口が同等規模の自治体の職員数及び国・県・県内１４市

の職員の平均年齢における平均賃金はどうなっているか。 

④ 職員の増員、賃金引上げなどを改善することで退職を防止

する対策が必要ではないか。 

 

 

総務部長 

 

総務部長 

総務部長 

 

市長 
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６ (1) 市民活動団体への支援の現状と、持続可能な運営体制の構

築について 

 要旨 

① 本市が所管又は関与している市民活動団体について、各団

体への活動支援、予算措置（活動経費、人件費等）の規模と

内容、並びに役員や構成員に対する費用弁償や活動手当の有

無及びその支給内容について 

② 市民活動団体において、役員のなり手不足や活動の継続困

難といった運営上の課題が見られるが、市としての把握状況

と、それに対する対応方針、今後の支援や改善の方向性につ

いて 

教育部長 土黒功司議員 

(2) 職員の離職傾向と人材定着に向けた取組の現状と今後の方

向性について 

 要旨 

① 過去 5年間における本市職員の退職・離職者数の推移につ

いて、年代別・役職別の傾向及び離職理由の分析状況、並び

に市として把握している主な離職要因について 

② 職員の人材定着に向けて本市がこれまで取り組んできた

施策について、働き方改革、業務負担の軽減、メンタルヘル

ス支援、キャリア支援・職員育成体制の整備状況、及び人事

評価制度改革の進捗状況について 

③ 今後の人材定着・離職抑制に向けた取組として、他自治体

の先進事例の調査・活用、人事評価制度の見直し、人材マネ

ジメント方針の再検討、柔軟な勤務制度（テレワーク等）の

導入検討時期、職場風土改善に関する今後の方針について 

 

 

 

総務部長 

 

 

総務部長 

 

 

 

市長 
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(3) 「走潟地区かわまちづくり」事業の進捗と市民参加、及び

都市整備計画における本事業の位置づけについて 

 要旨 

① 「走潟地区かわまちづくり」事業のこれまでの取組と市民

参加の状況について、これまでに開催されたワークショップ

や検討会の体制、実施頻度や内容、市民から寄せられた主な

意見や要望の傾向、また意見集約に際して配慮されている点

（年代・用途別ニーズの把握等）について 

② 市民から寄せられた意見を市としてどのように受け止め、

今後どのように具体的な整備計画へ反映していくのか。ま

た、現時点で整理されている整備方針や導入予定の機能・施

設の内容、地域住民との協働体制や整備後の維持管理に向け

た見通し、さらに今後の整備に関する事業スケジュールや各

段階における市民参画の位置づけについて 

③ 本事業を宇土市の都市整備施策の中でどのように位置づ

けているか。第 6次総合計画や都市計画マスタープラン等に

おける「公園整備」「水辺空間の活用」との整合性、本事業

を市の地域づくりや回遊性の核とする考え方、さらには周辺

エリア（宇土中心市街地・熊本市等）との連携の方向性につ

いて 

 

 

 

企画財政部長 

 

 

 

 

企画財政部長 

 

 

 

 

 

市長 

７ (1) 交通渋滞の緩和に向けて 

 要旨 

① 過去、在来線での人身事故、在来線との自動車接触事故の

件数をお尋ねしたい。 

② 現在、在来線が原因で発生する交通渋滞緩和に向けた本市

の取組について伺いたい。 

③ 現在全国的に在来線の高架化に向けた取組が盛んだが、本

市でJRと今後の高架化に向けた協議の有無及び交通渋滞緩

和に向けたさらなる取組について 

企画財政部長 杉本寛議員 

(2) 本市における職員の人材育成について 

要旨 

① 宇土市総合計画における職員の人材育成の位置づけにつ

いて 

② 職員の人材育成の課題について 

③ 今後の人口減少を踏まえ、今後の職員人材育成のプランに

ついてお尋ねしたい。 

副市長 
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８ (1) 令和６年度熊本県公立学校「心のアンケート～楽しい学校

生活をおくるために」の結果について 

 要旨 

① 「いじめはいけないとは思わない」という意見が２０％

程度あった。本市においては、何％だったか。 

② いじめはいけないという認識が低い子どもたちに対し

て、今後どのような取組を行っていくのか。 

教育部長 中野洋一議員 

(2) グローバル化する社会を生き抜く英語教育の充実につい

て 

 要旨 

① 現在本市では、宇土市英語検定チャレンジ事業として、

英検を受験した宇土市立中学校に在籍する生徒の保護者

に英検受験料を補助しているが、受験見込数と実際の受

験者数は。 

② 今後、グローバル化する日本社会の中で、こどもどま

んなかを標榜する宇土市として、英語を話すことができ

る子どもたちが増えることは、子どもたちの将来にとっ

ても、本市の未来にとっても重要と考えるが、今の事業

で十分とお考えかお伺いしたい。 

③ 子どもたちの英語力向上のためには、もっと早い時期

から英語へ興味を持ってもらう必要があると考える。事

業の対象者を小学生まで広げることはできないか。 

教育部長 

(3) 移住・定住促進について 

 要旨 

① 現在、本市において、移住・定住の促進に向け、どの

ような取組を行っているか。また、その取組によって何

名移住してきたのか。 

② 一定期間居住すれば、土地・住宅を無償譲渡するとい

う制度について、本市の特性（地理的条件、産業構造、

子育て環境など）を踏まえた上で、このような制度を本

市に導入してはどうかと考えるが、見解を伺いたい。 

企画財政部長 

(4) 搾乳できる環境づくりについて 

 要旨 

① 現在、市役所や体育館など市の施設において、搾乳が

できる施設はどの程度あるか。 

② 子育て中の母親が、外出先でも安心して搾乳ができる

ように、公的施設において、搾乳室を設けるなどの環境

整備を行うべきと考えるが、市の見解はいかがか。 

健康福祉部長 
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(5) 改正戸籍法による戸籍への振り仮名の届出に関連する詐

欺に対する注意喚起について 

 要旨 

① 令和７年５月２６日に戸籍法が改正され、戸籍の氏名

に振り仮名が記載されるが、それに便乗した詐欺が発生

すると考えられる。市民が、そういった詐欺に騙されな

いよう、周知徹底すべきであると思うが、本市の対策は。 

市民環境部長 

(6) 防災カタログギフト導入による自助意識向上と実効性確

保について 

 要旨 

① 「防災カタログギフト」は、市民が自宅の状況や家族

構成に合わせて、本当に必要な防災用品を選択できると

いう点で、画一的な防災セット配布や備蓄推奨とは異な

り、より実効性の高い自助を促す仕組みとなり得ると考

える。防災カタログギフトの導入について、本格的な調

査研究を開始する意向はあるか。 

総務部長 

９ (1) 島山にある戸口町共有墓地について 

 要旨 

① 物件の内容と所有権の帰属 

② 当該墓地の現状について 

 

 

企画財政部長 

市民環境部長 

佐美三洋議員 

(2) 「現在行っている島山の干潟景勝地整備に関連する事業に

ついて 

要旨 

① 干潟景勝地整備に関連する事業概要について（土木課所

管） 

② 干潟景勝地整備に関連する事業概要について（農林政策

課・商工観光課所管） 

 

 

 

建設部長 

 

経済部長 

(3) 戸口町共有墓地を今後活用するための法的事務手続につい

て 

要旨 

① 活用に向けた法的事務手続について 

市民環境部長 

(4) 島山の新たな地域資源としての有効利用・活用策について 

 要旨 

① 今現在、市道、農道の拡幅及びトイレ・駐車場等の整備が

進められる中、近接する箇所に市が所有権を有する土地が存

在する。有効利用・活用策等について市長の考えを尋ねる。 

② 地元住民は、当該墓地の荒れ果てた現状に心を痛め、有効

活用することで先人への供養につながるとの考えがほとん

どである。住民の思い、願いについても含めて再度、市長の

考えを尋ねる。 

市長 

※質問内容・答弁者は変更になる場合があります。 


